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2013 Autumn鹿田ムラの新たな一面  ～鹿田遺跡第24次調査成果～
岡大病院でも鹿田荘を
　　　中心とした展示を行います!
10/21㈪～11/1㈮
第３回岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 特別展示
鹿田発掘３０年 ～弥生時代を語る～
　鹿田遺跡発掘30周年を記念した特別展示を行いま
す。鹿田遺跡をはじめ、楯築弥生墳丘墓、津島遺跡、
百間川遺跡群などの岡山平野を代表する遺跡もとりあ
げます。楽しい体験コーナーや当センターのマスコット
キャラクター募集などの各種企画もあります。吉備の
弥生ワールドを、ぜひみにきてください！
　本調査では弥生時代中期から近代までの遺構
や遺物がみつかりました。調査地点は集落の中
心部から西へ離れており、縁辺部の様相を考える
ための多くの成果が得られました。
　調査成果の中で最も注目されるのは、すでに紹
介した奈良時代の井戸から出土した絵馬です。
井戸には木を刳り抜いた枠が中央に据えられて
おり、底から約60㎝上で絵馬が 2 枚水平に重ね
られた状態で出土しました。さらにその90㎝上か
らは赤く塗られた土師器の杯が完全な形で出土し、
正位置に置かれていました。井戸を埋める時のマ
ツリの姿を見ることができます。同時期の井戸がム
ラ外れに近いところでみつかったのは初めてで、
鹿田遺跡の構造を考える上で重要です。
　その他に注目されるのは徳島から持ち込まれた
と考えられる土器を棺として使用した土器棺です。
鹿田遺跡ではこれまでに例のない古墳時代初頭
のものでした。居住域から離れたところでみつかっ
たことから、ムラの中のどこに墓域を作ったのかを
考えるための貴重な成果となりました。
会　場：岡山シティミュージアム
日　程：2014（平成26）年 2/7日金～23日
　　　　10：00～ 18：00
講演会：2/8土 14：00～
講　師：甲元　眞之（熊本大学）
　　　　早川　和子（考古イラストレーター）
シンポジウム：2/23日 13：00～
2013年10月18日　発行
■編集発行
　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
〒700－8530　岡山市北区津島中3丁目1番1号
TEL･FAX（086）251－7290
［ホームページ］ http://www.okayama-u.ac.jp/user/arc/archome.html
編 集後記
　絵馬に描かれた動物のリアルさや装具の表現方法
にはとても驚かされ、当時の人々の観察眼の鋭さと技
術の高さを実感しました。これからは当時描かれた
姿を再現できるように様々な角度から分析を行って
いきます。　　　　　　　　　　　　　　　（南）
国内最古の牛の絵馬（赤外線写真：実物大）
古墳時代初頭の土器棺
井戸枠内に置かれた土師器杯
木を刳り抜いた井戸枠
　2012（平成24）年11月から2013（平成25）年4月に行った鹿田
遺跡第24次調査で、奈良時代（8世紀後半）の井戸から2点の
絵馬が出土しました。絵馬には猿が馬を曳く「
さるこまひき
猿駒曳」と「牛」が
描かれていました。この時期のものは瀬戸内地方では初の例です。
また猿駒曳は国内初出土で、牛も国内最古のものです。
　710年に遷都した平城京では8世紀前半の絵馬が出土しており、
その後は静岡県伊場遺跡などの郡衙関連遺跡（地方の役所）にも
ひろがっていきます。今回の絵馬は鹿田遺跡の性格を知る上で
も重要です。
　それでは絵馬をじっくりみてみましょう‼
（南　健太郎）
奈良時代の 絵馬 、現る!
岡大埋文
蓋
棺身
井筒の痕跡
赤く塗られた土師器
絵馬が出土した井戸
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顔料で描かれた部分がわずかに白く浮き出て見えています（実物の3/4倍）。
白く浮き出た部分を白線で復元してみました。鞍や帯には墨で模様が描かれているようです。
墨で描かれた線がよく残っています。顔料が使われた部分は白く浮き出て見えています（実物の3/4倍）。
墨が残っているところは黒色、顔料の部分は白色で復元してみました。
※絵馬の撮影は㈱コンテンツによるものです。
???
　馬の口元から下にのびる手綱を、猿が両手でひいています。
猿は目と耳が大きく描かれており、片足を曲げて座っています。
これまで最古とされていたのは鎌倉時代の猿駒曳（左の図）で、
構図や描写方法がよく似ています。猿と馬の密接な関係が今
回の発見で奈良時代まで遡ることがわかりました。
　また馬には
くら
鞍や
あぶみ
鐙などの馬具が描かれており、胸や尻には
帯の表現もあります。鞍の下の
あ おり
障泥は全体的に白っぽく変色し
ており、顔料で彩色されていた可能性があります。豪華に飾られ
ている点や描写方法は都の絵馬にもひけをとりません。
　牛の絵馬は猿駒曳に比べて墨の残りが比較
的よく、体の特徴がよくわかります。両者を比較
すると、尻から後ろ足へのラインが非常によく
似ています。一方で、二つに割れた蹄や垂れ
下がった尻尾は馬との違いを明瞭に表してい
ます。
　また足の筋や前足から首が波打つ姿、膝の
関節といった細かな部分まで写実的に描かれ
ている点も注目されます。
　また頭には飾りがつけられており、額には房
のようなものもみえます。胴体には帯の表現が
あり、背中にはうっすら赤色で彩色されたあと
もみえます。牛も馬のように飾られていたよう
です。
　牛が描かれた絵馬は古代では 3 点しか出土
しておらず、馬とセットで出土したことは初めて
です。牛が描かれた絵馬の意義を考える上で
とても貴重な資料です。鎌倉時代（1297年）の猿駒曳
（　　重文金銅装宝篋印塔の戯画　　称名寺所蔵（神奈川県立金沢文庫保管）
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